
アトピー性皮膚炎（Atopic dermatitis；AD） 

 

 まず、アトピーとは；通常の抗原に対し、IgE 抗体を産生しやすい遺伝的素因のことで、

家族内に集中して、過敏症を発症する傾向を特徴とします。 

 アトピー性皮膚炎とは；もともとアレルギーを起こしやすい体質の人（アトピー素因を

もつ人）や、皮膚のバリア機能が弱い人に多く見られる皮膚の炎症を伴う病気で、“湿疹”

や“かゆみ”が主症状の慢性・再発性の（増悪と寛解を繰り返す）瘙痒性皮膚疾患（Fig.1）

です。 

 

 

 

 



 多くは乳児期に発症し、顔面に好発（Fig.2）します。 

 

湿潤性の湿疹が顔面から全身に広がり（Fig.3）、加齢と共に、部位は下降し、四肢屈曲部

（Fig.4、Fig.5）にも見られるようになります。皮疹も乾燥、苔癬化します。 

 



 

 

 

 

 



■AD の疫学 

  小児（乳幼児～学童期）の AD の有症率は、約 10%前後（Fig.6）で、性差はほとん

どありません。予後は比較的良いと考えられます。 

 

  成人の AD 有症率は、20 代では 10％弱で、年齢と共に低下しています。 

  女性に多い傾向です。 

  国内に約 50 万人以上の人が、AD を患っているとされています。皮膚科受診の 2 番

目に多い疾患です。 

 

■AD の原因 

 １）免疫アレルギー的機序 

    アトピー素因；①家族歴・既往歴（気管支喘息、アレルギー性鼻炎などのアレル 

ギー疾患）のある人、②食物（特に卵白）・ハウスダスト（特にダニ）・花粉・粉塵 

などに対してアレルギー反応（IgE 抗体を作りやすい）を起こしやすい人（Fig.7）。 



 

 ２）皮膚生理学的機能異常 

    ①皮膚のバリア機能低下（Fig.8）、②各層の水分保持能力低下、③各層内のセラミ 

   ド含有量の低下 

 



■症状 

 皮膚は乾燥；鳥肌立ったような毛孔性角化、下肢の魚鱗癬様変化、膝窩・肘窩の湿疹（紅

斑、苔癬化）、白色皮膚描記症をきたします。自覚的には、掻破痕が見られるほどの強い瘙

痒を伴う左右対称性の皮疹です（Fig.9）。 

 

 アトピー性皮膚炎の患者さんには、瘙痒・皮膚病変に起因する疾病負荷がります（Fig.10）。

重症のアトピー性皮膚炎症状を有する成人の意識として、種々のものがあります（Fig.11）。 



 

 



■検査 

 血液検査（好酸球、IgE など）や皮膚テストをします（Fig.12）。 

 

■診断基準 

 診断は、臨床症状、皮膚の所見、臨床経過、検査結果により診断されます（Fig.13）。 

 診断されれば、その重症度の判定も行い（Fig.14）、治療に役立てます（Fig.15）。 

 



 

 

■治療 

 アトピー性皮膚炎の治療目標 

  症状がなくなることがベストですが、①日常生活に支障がなく、②薬物療法もあまり 

必要としない状態が目標です。 

 AD はその後の気道アレルギー（喘息や鼻炎など）の発症にも深く関与していることが 

疫学上明らかになっているので、乳幼児期の ADをいかに予防、あるいは適切に治療す 

るかが、その後の気道アレルギーの発症予防にも極めて重要です。 

治療の実際；スキンケア、外用療法、全身療法（内服、注射）（Fig.16） 



 

 ①スキンケア（保湿薬）；AD の治療の基本です。入浴後 20分以内の使用が効果的。 

ワセリンやウレパールなどの軟膏・クリーム・ローション 

  ②外用薬；ステロイド外用薬、タクロリムス外用薬（免疫抑制薬） 

   プロアクティブ療法（Fig.17） 



 

   皮膚症状が悪化した場合、集中して外用薬（ステロイド外用薬やタクロリムス外用 

薬）を使用しますが、症状が改善しても、急に止めるのではなく、徐々に減らして 

いく方法で、長期間皮膚を良い状態に保つことが期待できます。 

ステロイド外用薬の副作用；皮膚の毛細血管が浮いてきたり、皮膚が薄くなります。 

  ③内服治療（抗ヒスタミン剤・抗アレルギー薬；痒み止め Fig.18、シクロスポリン； 

   免疫抑制剤、ステロイド；抗炎症剤） 

  ④注射（デュピクセント） 

 



■日常生活で心がけること（Fig.19） 

 ①お薬を正しく使用、②皮膚を清潔に、③お風呂はぬるめに、④掻かないことが大事、 

 ⑤刺激の少ない肌着に、⑥掃除はこまめに、⑦ナイロンタオルは中止する、⑧室内は適 

温・適湿に保つ、⑨換気に気をつける、⑩規則正しい生活を送る、などが大切です。 
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